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ページ 


取扱説明書 


お名 

エム アー ルピー エスエム アー ルピー エス 

MR-P15S MR-P17S 



ご使用の前に 


安全のために必ずお守りください 


据付けから運転開始まで 


使いかた 


各部のなまえと使いかた 


温度調節のしかた 


上手な使いかた 


お手入れ•困ったとき 


お手入れのしかた 


故障かな？と思ったら 


こんなときは (停電•長期間使わなし化き•運搬) 


保証と アフターヴー ビス 


仕様 



•この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくお使いください。 
特に「安全のために必ずお守りください」は、使用前に必ず 
読んで正しくお使いください。 

•「保証書」は「お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめて、 
販売店からお受け取りください。 

• 「取扱説明書」と「保証書」は大切に保存してください。 


製品登録のご案内 


王菱電機では、ウェブサイトでのアンケートにお答えいた 
だくと、お客様に役立つ各種サービスをウェブサイトにて 
利用できる「製品登録サービス」を実施しておりまず。 
詳しくは下記のホームページをご覧ください。 

www.MitsubishiElectric.co.jp/mypage 


■この冷蔵庫は一般家庭での食品の冷凍•冷蔵保存の目的で作られた製品でず。業務用には業務用冷蔵庫をお使いくださし、。 

■この製品は曰本国内用ですので曰本国外では使用できません。また、アフターサービスもできません。 

This appliance is designed for use in Japan only and can not be used in any other country. 

No servicing is available outside of Japan. 

■再資源化のため、主なプラスチック部品には材料名を表示しています。 

ノンフ□ン冷蔵庫） 

■この冷蔵庫にはノンフ□ン冷媒とノンフ□ン発泡断熱材を使用していまず。ノンフ□ン冷媒(イソブタン)とノンフ□ン発泡断熱材(シク □ 
ペンタソは、オゾン層を破壊せず、地球温暖化に巧ずる影響が極めてルさい、地球環境にやさしい物質です。 




































■異常及び不具合が發生したときは、ただちに運転を停止し、 r お買上げ 
の販売店」またはに養電機修理窓 □ • ご相談窓：]」にご相談ください。 


A 警告 


絶対に 

i ^行わない 

絶対に 

の y 触城い 

/ G \ 絶础こ 
(^ ) 分解.修理. 

改造はしない 

絶対に水を 
かけたり、 

水でぬらさない 

娜離手で 

齡なぃ 

必ず指示に 
• V 従ぃ行ぅ 

必ず 

■■ ア-ス線を 
接続ずる 

0 ^必ず電源 

プラグをコン 
セントから抜く 


誤った取扱いをしたときに、死 t や重傷などに結びつく可能性びあるもの 


を蔵唐の周囲はすを巧をあけて 
据ぇ付ける mm 

を媒びもれたときに滞留し、発义•爆発の ス y 

おそれびあります。 ►s ぺージ ずき脈あけて 

地震にそなえて丈夫な壁やなに 
固定ずる mm 

冷蔵庫謂れ、ケガの原因になりまず。 ス y 

► 3 ぺージ お倒防止 

屋か、化のかかる巧や 
湿気のをい所へは据え付けない 

絶縁不尉こより、感電•义災の原因になります。 

► 3 ぺージ 水めれ禁止 

電源は交流 100 V で定格 15 A 
な上のコンセントを単独で巧う mm 

延長コ-ドの使用、夕]足配線は、発熱•义災の 
原因になります。 ►S ぺージ lOOV’l 日 A な上 

電源プラグはコードを下向をにし 
巧の根元まで差し込む mm 

逆に差し込むとコ-ドに無理びかかり、 

発熱•発乂の原因になりまず。 コ-ドは下向ま 

湿気の多い巧、か気のある場所で 
使うとまは、ア-スおよび mm 

漏電しや断おを取り付ける 

販売店にご相談ください。 ►s ぺージ ァ—ス線接続 

唐内なの交換やお手入れのとまは、 

電源プラグを巧く 巧を 

感電•ケガの原因になります。 

プラグを巧く 

屬肪。ラグを冷願の背面で巧しつけない jr \ 
電源コードを傷つけない i\J 

巧しつけたり、重いものを載せたり、巧ったり、 Vi ^ 
束ねたりすると、感電•乂災の原因になります。禁止 

傷んだコードやプラグ、差し込みが 
ゆるいコンセントはほわない 

感電•発乂の原因になりまず。 

使用禁止 

電源プラグはコードを引つ 31 つて /TN 
巧かなぃ IXi 

コードが傷み、感電•発乂の原因になりまず。 

電源プラグのほこりを定期的に取る^^ 

絶縁不良になり、义災の原因になります。 

ほこ 0 を取る 

めれた手で電源プラグを巧き差し 

感電の原因になります。 

7乂を入れた容器を上に置かない 

電気部品にかかると感電•义災の原因に 

なりまず。 Ns2/ 

水めれ禁止 

唐巧では電気製品を®用しない iTX 

庫内にを媒びもれていると電気製品の接点の 1 
义巧で発乂 • 爆発のおそれびありまず。 

禁止 

揮な性の引义しやすいものを 
入れない (\1 

ベンジン、化粧品、整髪料は、引义 • 爆凳の Vi ^ 

原因になりまず。 賠蔵禁止 

ち蔵庫の上に不安定な物を置かない /CN 

ドアの開閉などで落下し、ケガの原因に 1 \/ 

なります。 

禁止 

薬品やぎ術試料をな巧しない iCN 

厳しし、管理がぶ要な物は、家庭用冷蔵庫では 1 \J 
保巧できません。 

貯蔵禁止 

唐巧のは指定の定格のをのを使ミ 

指定ながのらのを使うと义災の原因になりまず 。 H 
► 6 ページ 

指定品使用 

ドアにぶ6をが6ない iCN 

開いたドアに柔6ない 
大をな荷重をかけない 

冷蔵庫び倒れケガの原因になります。 禁止 

ドアを開け H めずるとをは、ドアび周囲 
の家具などにぶつか目なしけうにずる 1\1 

ドアや部品び破損してケガのおそれびありまず。 

禁止 

を蔵唐のを巧回お（配管）を傷つけ iTX 
ない、ねじなどを巧たない 1 Xj 

可燃性を媒を使用していまずので、発义•爆発の 
おそれびあります。 禁止 

ガスもれに気づいた6巧蔵庫に触れず、 

窓を刷すて換気する mm 

電気接点の火巧により爆発•火災の原因に 

なりまず。 換気する 

水洗いした D 、 を汁をこぼさない /^V 

水•食汁びかかると、感電•义災の原因になります。 

ずぐにふき取ってくださし、。 

化かけ禁止 

可燃性スプレーは近くで使わない /CN 

電気接点の乂巧で引乂 •乂災の原因になります。 1 \J 

ほ。禁止 

小屋や車庫などでほ用しない iCN 

ル動物により、電気配線を傷つけ 5 れると 1 \/ 

感電•义災の原因となりまず。 

使用禁止 

当社指定の冷巧がかは絶巧に 

封入しなぃ f\) 

使用時•修理時•破棄時などに、破裂•爆発•义災 
などの発生のおそれあり。 禁止 

おな回お（配管）を傷つけたときは、 

を蔵唐に触れず义気の巧用を避け、 ■■ 
窓を刷すて藏する 

を媒回路を傷つけたときは、販売店にご相談ください。換気ずる 

異常時(焦げ臭いなど）は、電源 
プラグを巧を、運面を中止する 

異常のまま運転を続けると、感電•义災の原因に 
なりまず。 プラグを巧く 

廃棄するとをは、販売店や巿町村^^ 
に引き渡す mm 

放置し、を媒もれび発生すると、乂気による発义- 
爆発の原因になります。 引きおす 

保管時の幼児閉じ込めが 

懸念をれる場合は、ドアパッキングを H 

引っ張ってかす 

閉じ込め 5 れるとを険です。 パッキングをかず 

長期巧 ffi わないとまは、電源プラグを 
巧いてか5、ドアを開けて巧燥させる 

乾燥が不十分な諮、;お P 器臟によるを媒も ス y 
れの原因になり、発义•爆発のおそれがあります。を燥させる 

分解•修理•改造をしない、部品び 
破損したが態のままほ用しない 

ケガ • 感電 • 义災の原因になりまず。 

分解禁止 




/!\ こ S 誤った取扱いをしたときに、傷害または家屋、家財などの損害に結びつくもの 

巧び丈夫でか平なところに 

調整脚でしっかり固定ずる mm 

冷蔵庫び移動し、クガの原圆こなりまず。 

► 3 ぺージ 水种:ぉ师ナ 

運搬ずるとをは、 2 人が上で 

持ってぁ動ずる mm 

持ちかたび悪いとケガの原 @ になります。 

► 7 ぺージ 2 人な上で 

食品を無理につめ込まない 
棚を強く引を出をない 

食品び落下し、ケガの原因になりまず。 

禁止 

めれた手で冷凍室の食品や容器に 
触れなぃ 

凍傷の原因になりまず。 

めれ手禁止 

におったり、変ちした食品は iTX 

食べなぃ 1 

食中裏や病気の原因になります。 

巧 化 

を凍まにビン類を入れない iTN 

中身が凍って割れると、ケガの原因になります。 1 

お蔵禁止 

ち蔵唐の底に手、足を入れない 

鉄板などでケガをする原因になります。 1 ツ 

ち触禁止 

み蔵庫背面の機械部に手を入れない 

ヤケド、ケガの原因になりまず。 1 ツ 

接触禁止 

ドアは取付け部を持って巧めない /TN 

指を挟むなどケガの原因になることが 1 

ぁります。 V-^ 

禁止 


ドアを開け閉めするとをは 

•他の人び触つているときは開け閉めしない 
•指など身体の一部を挟まないよラにする 
•身体の一部をぶつけないようにする 


•ドアを強く開け閉めしなしバ食品の落下により、ケガをするおそれがあります） 

•引き出し式のドアの一番上の面に指をかけて開け閉めしない 

•下の引き出しで足を挟まないようにする(指詰めのおそれびありまず） 


0 


禁止 


— 2 — 




































D 設置場巧は 


•日陰で、熱気の当た!5ない風通しのよいところ 

冷却力の低下を防ざ電気代を節約 


♦湿気び少ないところ 

さびの発生、感電、乂災の防止 


♦丈夫で水平なところ 

振動•騒音•半ドア•ドア下がりの防止 

冷蔵庫の脚がミ尤みやすい床材は、下に丈夫な板を敷いて < だ 
さい。 

(質量や熱による変形、変色の防止） 


♦他の機器か！3離れたところ 

テレビなどへの雑音や映像の乱れを防止 


♦左ち 2 cmlU 上、背面鉄板か5日 cmLU 上、天井 
1 Ocml ^ U 上あける 

天井や側面か!5の放熱スペースを確保 
※耐熱トップテーブルに物を置いた場合は、その上面より 
1 日 cmiu 上あける 

pA 警告- 

冷蔵庫の周囲のすさ間をふさびないでください。 

を媒びもれたときに滞留し、発乂 •爆発のおそれがあります。 


曰電源 

•電源を入れる 

100 V 、定格1日 ALU 上のコンセントを単独で使用 
ずる 

警告- 

100 vm 外の使用やタコ足配線は、発熱•乂災の原因に 
なります。 


•アースおよび漏電しゃ断器を取り付ける 
下記のような場所で使うときは、アースおよび漏電 
しゃ断器を取り付けてください(万一の感電事故防 
止のため） 

•地下室など湿気の多い場所 
•±間•洗い場などの水気のある場所 
•その他、特に湿気の多い場所 
アースの他に漏電し ゃ 断器の設置が義務づけ S れています。 
お買上げの販売店にご相談 < ださい。 


アース接続のしかた 


•アース端子がある場台 

アース 線を アース 接続ねじ 
(©記号)に接続し、 アース 端 
子に取り付ける。なお、 アース 
線(市販の銅線直径 1 .6mm) 
はお買上げの販売店などで 
お買い求め < ださい。 


冷蔵庫 
背面下部 



専用コンセント 
交流！ 00 V 
定格1己 A じ(上 


で_ス線 アース接続ねじ 

(銅線直径1 .6 mm ) 


•アース端子がない場台 

お買上げの販売店に依頼し、アースエ事をする。 
( D 種接地工事•有料） 

接続してはいけないところ 

♦水道管•ガス管(感電•爆発のを険） 

•電話線や避雷針のアース(落雷のとき危険） 


El 調整•固定 


(振動•騒音•移動•半ドアを防止するため) 


調整脚を床につくように回し、 
水平に固定する。 



矢印の方向に回ずと ミ田が B 


高くなります。 


^〜〜-調整脚 


-/ K 江忌- 

不完全な場合は、冷蔵庫が移動してケガの原因になります。 








































































蔽窗 




「 A ミ主意 


冷蔵室棚 


耐熱 トップテーブル 


冷蔵室ドアはドア取付け部を〇9 
持って閉めない。（手指を挟む 
などケガの原因） 



フリーポケット(大） 

曰00 mL のペットボトルも 



蒸発皿 


( MR - P 17 S ) 


♦本体の背面にあります。 

♦霜取りのかをため圧縮機の熱を利用して蒸発します。 


•図中の温度は周囲温度30でで食品を入れずに 
ドアを閉め、温度が安定したときに測定した値です。 


製氷皿 

この位置に置いてください 

〈氷の取り出し方> 

製氷皿をひねると 
氷が取り出せます。 



-冷凍室ケース(上） 

•でさた氷を保存可能。 

♦ケースを手前に弓 I さ出してお使いください。 


冷凍室ケース(下） 

参食品はケースか5はみ出さない 
ように保存してください。 


氷について 


参ミネラルウォーターなどミネラル分の多い水で作った 
氷は白色沈でん物（白い結晶）びできることびありま 
す。これはミネラル成分び結晶したもので、害はありま 
せん。 

•長時間氷を貯氷したままにすると、氷と氷びくっつい 
たり、ルさくなったりします。（昇華といラ現象です） 

参くっついた氷をくだく場をは手のケガに気を付けて 
ください。 


お願い 


•氷をつくるとを、水は製氷皿の水位線矢印を越えないように入れてください。 

入れすざると氷が離れにくくなります。 

•図のように製氷皿を折り巧げると割れることがあります。 

•冷凍室ケースに直接水をためて製氷しないでください。 

ケースび割れることびあります。 

•ポケットの外側に市販のケースなどを取り付けないでください。半ドアになり冷え具合が 
悪くなったり、食品が落下してケガをしたりケースや棚び破損する原因になります。 
垂庫内灯の開□部を物でふさびないでください。庫内灯点灯時高温となり、変色などの 
原因となります。 
























































































































































































































つまみ 

使いかた 

強 

冬季などに冷凍室の冷え方び弱い時。 

強くをやしたいとき。 

中 

通常 

弱 

冷凍食品びないとさ。 

冷凍食品を短期間保存するとき。 （1 力月程度） 



冷蔵室 

REFRIGERATOR 


f つまみ 

使いかた 

強 

さらに強く;令やしたいとさ。 

夏季など周囲温度び高いとさ。 

中 

通常 

弱 

をえすざたり凍結したとき。 

J 


r 室温により温度調節び必要な場合びあります 1 


冬季など冷ま室のをえび弱いとを 


♦冬季など周囲温度が低いときに冷凍室のつまみを「強」にし 
てち冷凍室の;令えが弱い場合 



冷凍室つまみは「強」側にし、 

冷蔵室のつまみら「強」側にずる。 

•冷蔵室の温度により圧縮機の運転をするか S です。 
•全体的に冷却力が強まり、冷凍室ち冷えます。 
※春季など周囲温度が上がった時は各つ まみを 「中」 
の位置に戻してください。 


夏季などを蔵室の;令えび弱いとき 


•夏季などに冷凍室のつまみを「強」で使っているとさ、 
冷蔵室の;令えが弱い場合 

参夏季など周囲温度が高いとをやドアの開け閉めが多いとさ、 
冷蔵室のつまみを「強」にしてら冷蔵室の冷えが弱い場合 


冷凍室のつまみは「弱」側へ戻ず。 

► •冷気が冷蔵室へより多く送 S れます。 

※連続して長期間冷凍室つまみを「弱」側にすると 
冷凍食品がゆるむことがあります。 




食品をつめずぎない 


•食品のつめ込みすざは、庫内のをえむ S や電気のムダの原因 
となります。 

•食品を棚やポケットより飛び出して入れない。 

ボトルポケット前列には、底まで入りさらないビン類を入れ 
ないでください。（半ドアになったりポケットやビン類が破損 
する原因になります） 


冷蔵室の食品を凍結させない 


•温度調節つまみは、必要なとさ必がは「中」の位置に戻して 
ください。 

•水分び多い食品や飲み物は棚の手前側に置いてください。 


食品•食材はラップ等で包んで熱いものは冷まして 


♦乾燥やにおい移りを防ざます。 •熱いちのは冷ましてから入れてください。 


庫内温度を 
はかる 


冷蔵庫は、 J にに基づいて厳重な品質管理のをとで生産していますび、庫内の温度は冷蔵庫の据付け状態や外気温、使用条件な 
どにより変化します。しかし、中の食品は8割前後び水分であるため、比熱び大きく、その温度は空気のように大きく変化はしませ 
ん。したびって一般の空気温度をはかる温度計は変化の少ない食品温度の正確な測定びでさません。そこで、空気温度の影響を 
受けにくく、食品に近い温度を示す;令蔵庫用温度計を発売しています。ご購入の際は、お買上げの販売店にご相談ください。 
なお、一般のアルコール温度計で冷蔵庫内の食品相当温度対まかる場合は、冷蔵庫中段の棚の中央に約1□日 mL の水を入れた容器を置き、感温部を水中 
に3時間程度浸しておきますと、食品に近い温度び得られます。 

♦庫内温度はドアの開け閉めびかない夜間などに温度計を入れ、翌朝最初にドアを開けたとき(温度び安定したとき)に測定してください。 


記号 

冷凍負荷温度 
(食品温度） 

冷凍食品貯蔵 
期間の目安 

K も** 1 

(フオースター） 

-18 °CtU 下 

約3力月 


冷凍室の性能 
について 


この冷蔵庫の冷凍室の性能は(フオースター)です。 

冷凍室の性能は日本工業規格 (JIS C 960 7) に定められたち法で試験 
したとさの冷凍室内の冷凍負荷溫度(食品温度)によって表示しています。 


参 JIS の試験ち法は次のとおりです。 

( 1 ) 冷蔵室内温度びぴご1；|下とならない範囲で最をおい温度になるよう調整して試験します。 

(2) 冷蔵庫の据付け場所の温凰ま1己〜3日での範囲を基準としています。 

(3) 冷凍室定格内容積]日 0 L 当り 4.5 k 呂の食品を24時間似内に一 18° Ci ； (下に凍結できる冷凍室をフオースター室としています。 
参冷凍食品の貯蔵期間 

冷凍食品の貯蔵期間は、食品の種類、店頭での貯蔵状態、;令蔵庫の使用条件などによって異なり、上の表の期間は一応の目安です。 
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お手入れの前に 


電源プラグを抜く 



pA 警告- 

抜かないと、感電の原因に 
なります。 


コンセントに再度電源プラグを差し込むときは、 
日分上間をおいてか！5差し込む。 

すぐに差し込むと機械が動さません。 


お手入れのしかた 


油や巧れをとる 


•やわ5かい布にめるま湯を含ませて 
ふき取るか、取り外して水洗い。 

•落ちにくいミちれは台所用洗剤仲性）をうすめ 
て使い、水ぶきでよくふき取る。特に、油ミちれは 
放置するとプラスチックが割れることがあります。 

•化学ぞラさんをご使用の際は、付属の注意書さ 
に従ってください。 

♦アルカリ性/弱アルカリ性台所用洗剤-磨さ粉 
粉石けん.アルコール-ベンジン-シンナ ー. 

石油.酸.タワシ.熱湯などは使わないでください。 
プラスチック部品（ドアのキャップ•ケースなど）が割れたり、 
塗装面に傷やさびび発生するおそれがあります。 



A 警告 


外側や庫内に直接水をかけない。（故障や漏電の原因） 


庫内なの交換 


①電源プラグを抜く。 

⑨冷蔵室上側奥の庫内灯を下から 
外す。 

③庫内灯を交換する。 

庫内灯は11日 V • 1曰 W ガラス 
球形式 T 2 日-□金 E 1 2を販売店 
でお求めください。 


诵 []U U U ti 



A 警告 


庫内な 


庫内灯は指定品 iii 外を使ラと乂災の原因になります。 

庫内打を交換するときに電源プラグを抜かずに作業すると感 
電やケガをするおそれがあります。また、万一、庫内に冷媒 
がちれていると発义-爆発のおそれがあります。 


ポケットの外しかた、取付けかた 


①左ちを交互に持ち上げる。 

⑨手前に引く。 

•取り付けるときは、取外しの 
逆の手順で確実に行ってくださし、。 
(不十分だと外れて落下し、ケガ 
の原因になります） 



iL ③ク 



1 



お手入れの後に/定期的に 


冷蔵庫の背面 


①冷蔵庫を手前に引さ出す。 

⑨背面、壁、床の巧れをふ<。 

背面や床面は空気の対流により、 
ほこりがたまったり、黒く巧れ 
やすいところです。 


A ミ主意 


店縮機は高温になるので直接ふれない。 
を蔵庫の底には手を入れない。 

ヤケド、ケガの原因になります。 
家財などが触れた場をは熱による 
変形-変色のおそれがあります。 



蒸発皿 


①冷蔵庫を手前に弓 I さ出す。 

⑨図のように矢 EP の方向に弓 I き抜く。 

③取り付ける場合は、蒸発皿の取付け 
部を差し込み確実に押し込む。 
(押し込みが足りないと、音•振動•水 
もれの原因） 

♦蒸発皿がほこりなどで巧れていると蒸 
発しにくくなり、水があふれたり悪臭 
の原因になります。 



蒸発皿 


「 A 警告 


を巧回お(配管)に直接触れない、変がをせない 

ヤヶド、ヶガ、振動、騒音の原因になります。 

家財などが触れた場合は熱による変形-変色のおそれがあります。 


冷凍室ケースの外しかた、取付けかた 


冷凍室ケース（上） 

①ドアをいっぱいに引さ出す。 
⑨手前を持ち上げる。 


冷凍室ケース（下） 

③ ドアを少し持ち上げなが S 引 
き出し、傾ける。 

④ 冷蔵室ドアを開け、手前を持 
ち上げる。 


コード•プラグ•コンセントの,点検 


①電源プラグをコンセントか!5巧いて点検する。 

-電源プラグやコードに傷みや異常な発熱はありませんか。 
③電源プラグと周囲のほこりをふさとり、乾いた布でふく。 

③電源プラグをコンセントにしっかり差し込む。 



電源コードやプラグが傷んでいたり、ほこりが 
たまっていると感電や火災の原因になります。 


霜取りの操作と霜取りの水の処置は不要でず。 


霜取り 













































































































於下のことをお調べになり、それでも具合の悪いときは、すぐにお買上げの販売店にご連絡ください。 


こんなとを 

お確かめください 

こうしてください。こんな理由です。 

全く冷えない 

①電源は供給されていますか。 

① 電源 プラグやブレーカーを確認してください。 

よく冷えない 
氷びとける 

①温度調節び適正でずか。 

⑥据付け直後ではありませんか。 

③ 周囲にすき間がなかったり、日が当っているなど、放熱を測ずてい 
ませんか。 

④ 冷気の流れを巧げていませんか。またドアをひんぱんに開けたり、 

半ドアになっていませんか。 

①室温により温度調節が必要な場合があります。 ►己ページ 

⑨冷えるまで約4〜已時間、夏は氷がでさるまで約24時間かかる場合 
があります。 

③ 正しく据付けがされているかをご確認ください。 ►S ページ 

④ 食品のつめすざや半ドアなどがないかをご確認ください。 ► 己ページ 

を蔵室の食品び凍結ずる 

①を蔵室の温度調節び「強」になっていませんか。 

⑨水分び多い食品を棚や、低温ケースの奥に入れていませんか。 

③周囲温度び曰む拟下になっていませんか。 

① 冷蔵室の温度調節を「弱」側にしてください。 ►己ページ 

② 豆腐•野菜•果物など、水分のをい食品や飲み物は棚の手前側に置い 
て < ださい。 

③ 冷蔵室の温度調節つまみを r 弱」にすると凍りにくくなります。 

庫巧に霜や露びつく 
水び庫内•肋こあふれる 
州則に露びつく 

①ドアをひんぱんに開けたり、半ドアになっていませんか。 

⑨雨天など高湿なときではありませんか。 

①空気中の水分が冷やされると霜や露になります。 

わずかなドアのすさ間でも霜や露が付くことがあります。 

⑨高湿なとさは露が付くことがあります。特に冷凍室は庫内とがの温 
度差が大さく、付さやすいです。 

霜や露は早めに乾いた巧でふいてください。 

ドアをあける時間を短くしてください。 

ドアび開をやすい 
ドアび閉ま5ない 

①ドアが食品やケースにあたっていませんか。 

食品をつめすぎていませんか。 

⑨ケースの奥に食品が落ちていたり、本体とドアの間に電源コード 
などを挟んだりしていませんか。 

①食品は棚やケースより飛び出さないよラに収納してください。 

⑥取り除いてください。食品 •電源 コード•ビニール袋などはドアに挟ま 
ないよラにして < ださい。 

ドアを閉めたときに他のドアが瞬間的に開くのは、閉めた時の風圧に 
よるちのです。 

音び大をい 
気になる音びずる 
次のよラな音は異常 
ではありません 

①音が急に大きくなる。音色が変わる。 

⑨時々"ジュー"音や"ポコポコ(沸騰音)"音がする。 

③ ドアを開けたときに時々、庫内か 5" ビシッ"音や水がたれているよ 
ラな音がずる。 

④ ドアを閉めたときに"ビューン"と音がする。 

①霜取り後は、音が大きくなることがあります。 

⑨冷媒(ガス)の流れる音です。 

③ 中に暖かい空気が入り、プラスチックが膨張し、発生するキシミ音です。 

④ フアンモーターが始動する音です。 

外側が熱くなる 

を蔵庫の側面に放熱 •露 付防止ノレ r プびあるか 5 です。据付け直後や夏季は、特に州則び熱く (己〇〜 6 crc ) なることびあります。 

をやすために必要な機能で異常はありません。 


令停電のとさ 

参ドアの開け閉めを少なくし、新たな食品の貯蔵は避ける。 

♦長期間使わないとき 

♦電源を抜いてから庫内を清掃し、2〜3日間ドアを開けて 
乾燥させる。 

※乾燥が不十分な場合、カビ、においの原因および冷却器 
腐食による冷媒访ス)もれの原因になります。 


♦運搬 

① 製氷皿の氷や水を捨てる ⑨ 保護具（軍手）を着用する 

③ 蒸発皿の水を捨てる 

④ 2 人似上で、前面下部の脚部と背面上部をしっかり 
持ち、静かに運ぶ 

♦横積みはしない（圧縮機の故障の原因） 

♦転居の場合、周波数の切替えは不要（己0/目 OHz 共用） 

警告- 

おな回お(配管)を傷つけない、ねじなど巧たない 

可燃性を媒を使用していますので、ガスがちれた場を、発乂 •爆発のおそれがあります。 



eifcp ■ 浦 — pMKa 


保証書（別添付） 


• 「保証書」は、必ず r お買上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店から 
お受け取りください。 

参内容をよくお読みのあと、大切に保存してください。 

•なお、食品の補償等、製品修理!^ソがの責はご容赦ください。 

保証期間-> 


お買上げ曰か51年間です 
G 令凍サイクル•冷却器用フアンおよびフアンモーターは曰年間です） 


補修用性能部品の保有期間 


♦当社は、この冷蔵庫の補修用性能部品を製造巧切り後9年保有しています。 
♦補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


ご不明な点や修理に関ずるご相談は 


♦お買上げの販売店か8ページの「兰菱電機ご相談窓□•修理窓□」にご相談くださし、。 


修理を依頼されるとさは 


• r 故障かな？と思った5」(上記)にしたがってお調べください。 

なお、不具合があるときは、お買上げの販売店にご連絡ください。 

参保証期間中は 

修理に際しましては、 r 保証書」をご提示ください。 

保証書の規定にしたがって販売店が出張修理させていたださます。 

•保証期間が過ざているとさは 

修理すれば使用できる場合ロホ、ご希望により有料にて修理させていただきます。 
点検•該断のみでも有料となることびあります。 

•修理料ちド 

技術料+部品代 (+ 出張料)などで構成されています。 

• 技術料 • • •故障診断、故障箇所の修理および部品交換•調整•修理完了時の点検など 
の作業にかかる料金です。 

• 部品代…修理に使用した部品代金です。 

•出張料…商品のある場所へ技術員を派遣する料金です。 

•ご連絡いたださたい内容 


品名二奏ノンフ□ン冷凍冷威庫※ノンフ□ンであることをお伝えください。 
形名冷蔵室ドアの内側に表示 
お買上げ曰年月曰 
故障の状況（でさるだけ具体的に） 

ご住所（付近の目印などち） 

お名前電話番号訪問希望曰 




































































付 

属 

品 

個 

数 


お 


名 

MR - P 15 S 

MR - P 17 S 


冷 

蔵 

室 棚 

3 

3 

冷 

イ氏 

温 ヶ 

— ス 

1 

1 

蔵 

フ 

IJ - ポヶ 

ット（大） 

1 

1 

室 

フ 

IJ - ポヶ 

ット（ル） 

一 

1 


ボ 

トルポ 

ケット 

1 

1 

、么 

/で 

凍 

室 

製 

氷 

血 

1 

1 

、么 

/で 

凍室ケ- 

-ス（上） 

1 

1 

冷 

凍室ケ- 

-ス（下） 

1 

1 


蒸 

発 

血 

1 

1 


種 類 

冷凍冷蔵庫 

形 名 

MR - P 1 已 S 

MR - P 17 S 

定格内容積 
(リットル） 

全体 

146 L 

1巨8し 

冷凍室 

46 L <33 L > 

46 L <33 L > 

冷蔵室 

TOOL 

122 L 

外形寸法 

高さ 

1213 mm 

1 338 mm 

幅 

480 mm 

奥行 

已 9 己 mm 

質 量 

38 k 呂 1 40 kg 

電動機定格消費電力 

54/59 W 

電熱装置定格消費電力(霜取り時） 

92/92 W 

定格電圧-周波数 

100 V • 已 0/60 HZ (ま共用 

消費電力量 

冷蔵室ドアの内側に表示してあります 

電源コード（有効長さ） 

1.95 m 

冷凍室の記号 

•こも ** J (フオースター） 


■定格内容積の〈〉内は r 食品収納スペースの目安」です。 


を蔵庫の巧容積について 


■定格内容積は、日本工業規格 （ J に C 980 1) に基づさ、庫内部品のうち、冷やす機能に影響がなく、工具なしにはずせる棚やケース等を、外した状態で算出 
したものです。この定格内容積には、食品収納スぺースと冷気循環スぺースとを含みます。 

■引き出し式貯蔵室（例えば、冷凍室等）の場合、定格内容積と併せ食品収納スぺースの目安を表示しています。 


■引さ出し3 

图 


J-Moss use 09已0 : 200 8) の規定に基づき、対象となる6物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク□ム、 PBB 、 P 目 DE ) の含有についての 
情報を公開しております。詳しくはホームぺージをご覧ください。 www . MitsubishiElectric . co . jp / jnnoss / 


ご相談窓 □ • 修理窓□のご案内 (家電品] 



取扱い-修理のご相談は、まず 

お買上げの販売店へ 


•お買上げの販売店にご依頼でさない場合 
(転居や贈答品など）は、 

へお問い合わせください 


各窓口 


■お巧合せ窓□におけるお客様の個人情報のお取り巧いについて 

兰菱電機株式会社は、お客様からご提供いただきました個人情報は、下記のとおり、お取り扱いします。 


1. お問合わせ（ご依頼）いただいた修理-保守- 
工事および製品のお取り扱いに関連してお客様 
よりご提供いただいた個人情漸ホ、本目的な5 
びに製品品質-サービス品質の改善-製品情報 
のお知5せに利用します。 

2. 上記利用目的のために、お問合わせ（ご依頼） 
内容の記録を残すことがありまず。 


3. あらかじめお客様か5ご了解をいただいている 
場合および下記の場合を除を、当社!^ソ外の第兰 
萄こ個人簡瞒提供-開示することはありません。 

① 上記利用目的のために、興社グループ会社- 
協力会社などに業務委託する場合。 

② 法令等の定める規定に基づ<場合。 

4. 個人情報に関するご相談は、お問合せをいただ 
きました窓□にご連絡くださし 


欄窓口 家電品の購入相談 • 取扱い方法 


受付時間 36 曰曰 24 時間 


絡ください。 


♦兰菱電機お客さま相談センター 


いつもサンキュー 365日 

m 0120 -139-365 ( ぉ料) 


携帯電話 - PHS • IP 電話の場合 

兰菱電機お客さま相談センター 

干 1 54-0001 ま京都世田谷区池尻 3-10-3 

FAX (03) 3413-4049 (有料） 

(03) 341 4-9655 馆料） 


■ご巧談巧応平日9: 00〜19: 00 ±•日•祝•鮮社化日9: 00〜17: 00 

上記 L ソ外の時間は受付のみ可能でず。 



A 兰菱電機株式会社 

静岡製作所〒 422-8 己28静岡市駿巧区ル鹿 3-18-1 
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